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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
も
と
、
明
る

く
元
気
で
、
心
豊
か
な
未
来
づ
く
り
に
向
け
、

精
一
杯
の
努
力
を
続
け
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
ア

メ
リ
カ
で
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
誕
生
し
、
気
候

変
動
対
策
の
国
際
的
取
決
め
「
パ
リ
協
定
」
か

ら
の
離
脱
や
難
民
受
け
入
れ
停
止
な
ど
保
護
主

義
的
政
策
が
な
さ
れ
、
北
朝
鮮
に
於
い
て
も
Ｉ

Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
発
射
実
験
を
す
る
な
ど
世
界
的
に
も

混
迷
し
た
年
で
し
た
。国
内
に
お
き
ま
し
て
は
、

連
日
の
森
友
学
園
騒
ぎ
や
ヒ
ア
リ
騒
動
、
突
然

の
衆
議
院
解
散
も
あ
り
ま
し
た
。
明
る
い
話
で

は
、
秋
篠
宮
ご
夫
妻
の
長
女
眞
子
様
と
小
室
圭

さ
ん
の
ご
婚
約
の
お
話
や
、
中
学
生
プ
ロ
棋
士

藤
井
聡
太
四
段
の
29
連
勝
、
沖
ノ
島
の
世
界
遺

産
登
録
な
ど
も
あ
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
町
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

課
題
は
山
積
す
る
も
の
の
、
概
ね
順
調
に
町
政

運
営
が
出
来
ま
し
た
事
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
中
で
も
、
米
作
り
農
家
応
援
事
業
と
し

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
ふ
る
さ
と
米
に
つ
き

ま
し
て
は
、
全
国
の
方
か
ら
６
億
３
千
万
円
を

超
え
る
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
き
、
美

味
し
い
お
米
を
送
る
こ
と
で
、
吉
備
中
央
町
の

知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
々
地
方
交
付
税
が
減
少
す
る
中
で

財
源
確
保
の
た
め
始
め
ま
し
た
太
陽
光
発
電
事

業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
予
想
を
超
え
る
収
入
を

得
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
育

て
支
援
の
一
環
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
キ
ッ
ズ

パ
ー
ク
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
集
い
、
元
気

な
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。
今
年
４
月
の
開
園

を
目
指
し
現
在
整
備
中
の
認
定
こ
ど
も
園
に
つ

き
ま
し
て
も
順
調
に
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
子
育
て
環
境
の
充
実
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、
10
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
地
域
お
こ

し
協
力
隊
も
「
吉
備
中
央
マ
ル
シ
ェ
」「
ポ
タ

リ
ン
グ
な
ど
の
観
光
事
業
」
そ
し
て
「
町
営
塾

kii+

」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
で
町
の
活

性
化
や
情
報
発
信
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
新
し
い
風
を
感
じ
る
活
動
に
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

我
が
国
は
、
昭
和
22
年
に
日
本
国
憲
法
施
行

に
合
わ
せ
地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
て
70
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
近
年
、
本
格
的
な
人
口
減
少
局

面
に
突
入
し
て
お
り
、
地
方
自
治
体
に
於
い
て

は
財
源
や
人
材
と
い
っ
た
資
源
が
限
ら
れ
て
い

く
一
方
で
、
人
口
減
少
に
的
確
に
対
応
し
健
全

財
政
の
維
持
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

高
齢
化
、
少
子
化
の
急
速
な
同
時
進
行
に
よ

り
、
多
く
の
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
着
実

に
実
施
し
、
地
域
を
護
り
、
暮
ら
し
を
少
し
で

も
充
実
さ
せ
る
為
に
も
、
新
し
い
発
想
と
知
恵

を
出
し
た
継
続
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
２
０
１
８
年
が
吉
備
中
央

町
に
と
り
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
も
夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
る
素
晴
ら
し

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
皆
さ
ま
の
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
更
な

る
飛
躍
を
す
べ
く
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と
を

お
誓
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

吉備中央町長

山　本　雅　則

新年のごあいさつ
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か

に
希
望
あ
ふ
れ
る
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
日
頃
よ
り
、
議
会
活
動

に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
12
名
の
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て

課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
安
心
安
全
で
住
み
よ

い
町
づ
く
り
に
努
力
を
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

課
題
も
多
く
引
き
続
き
町
の
成
長
発
展
の
た
め

に
尽
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
世
界

的
に
は
ト
ラ
ン
プ
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
様
々
な

発
言
や
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
な
ど
大
変

不
安
な
状
態
が
続
い
て
お
り
、
今
後
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
内
に
お

い
て
も
森
友
学
園
問
題
、
加
計
学
園
グ
ル
ー
プ

問
題
、
東
芝
や
日
本
郵
政
の
巨
額
損
失
、
夏
の

記
録
的
な
長
雨
や
４
個
の
台
風
日
本
列
島
上
陸

な
ど
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

史
上
最
年
少
棋
士
藤
井
聡
太
四
段
の
歴
代
単
独

の
29
連
勝
、
稀
勢
の
里
の
横
綱
昇
進
、
秋
篠
宮

家
の
長
女
眞
子
様
の
ご
婚
約
な
ど
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
概
ね
順
調
に
物
事
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
も
２
万
４
千
人
を

超
え
る
方
か
ら
約
６
億
３
千
万
円
の
納
税
が
あ

り
、
吉
備
中
央
町
産
の
お
い
し
い
お
米
を
配
達

し
、
全
国
に
町
を
宣
伝
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
に
は
吉
備
プ
ラ
ザ
内
に
子
育
て

の
核
と
な
る
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
が
開
園
、
11
月
末

で
町
内
外
か
ら
２
万
２
千
人
を
超
え
る
入
園
者

が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
中
に
は
予
想
を
遙
か
に

超
え
る
２
万
４
千
人
以
上
の
入
園
者
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
単
に
子
ど
も
の
遊
び
場
だ

け
で
は
な
く
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
方
の
悩

み
な
ど
の
相
談
場
所
で
も
あ
る
と
同
時
に
、
同

じ
年
代
の
人
の
ふ
れ
あ
い
の
場
で
も
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
の
吉
備
高
原
幼

稚
園
を
活
用
し
て
、
本
年
４
月
に
は
認
定
こ
ど

も
園
が
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
子
育
て
環
境
の
整

備
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
も
順
調
に
進
ん

で
お
り
、
現
在
10
名
の
隊
員
が
公
営
学
習
塾
や

マ
ル
シ
ェ
そ
し
て
観
光
の
分
野
で
も
新
し
い
人

集
め
の
企
画
を
計
画
す
る
な
ど
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
ス
ト
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
の
跡

地
に
ブ
ド
ウ
の
生
産
団
地
岡
山
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

メ
ガ
団
地
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
や
植
物
園
を
軸
と
し

た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
構
想
な
ど
明
る
い
取
り
組

み
も
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　

行
政
で
は
、
町
の
根
幹
と
な
る
３
つ
の
計
画

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」「
第

２
次
総
合
計
画
」「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」

が
策
定
さ
れ
て
２
年
が
経
ち
、
計
画
に
基
づ
い

て
色
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
始
め
て
い
ま
す

が
、
計
画
倒
れ
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
町
民

と
執
行
部
そ
し
て
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
、
元

気
で
夢
の
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
は
公
正
で
開
か
れ
た
議
会
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
、
皆
さ
ま
の
負
託
に

応
え
る
議
会
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

町
民
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
ご
協
力
を
心
よ
り

お
願
い
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

吉備中央町議会議長

難　波　武　志
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総務大臣表彰

　重森計己さん（吉川）が
地方自治法施行70周年記
念地方自治功労者総務大臣
表彰を受賞されました。表
彰式は、11月20日、東京
国際フォーラムにおいて行
われました。

　この表彰は、10周年ごとに行われるもので、長
年にわたり地方自治の発展及び住民福祉の増進に
尽力された方に授与されるものです。
　重森さんは、昭和62年から平成10年まで賀陽町
議会議員として３期11年８か月、平成11年から平
成24年までは、賀陽町長及び吉備中央町長として
通算４期13年８か月にわたり在職されました。
　今回、町議会議員及び町長として公務に精励し、
優れた行政施策の推進の中心的役割を果たすとと
もに自治行政の発展に尽くされた功績などが評価
され、このたびの受賞となりました。
　おめでとうございます。

県知事表彰

　宮﨑忠さん（西）が自
治体消防発足70周年記
念岡山県知事表彰「特別
功労者表彰」を10月29
日に受賞されました。
　この表彰は、地域の消
防力の充実強化、消防団

の活性化・組織化等に尽力するほか、県消防協会
の役員を務めるなど多年にわたる県消防の充実・
発展に貢献した功績が顕著で、他の模範となる方々
に授与されるものです。
　宮﨑さんは、平成26年４月から吉備中央町消防
団長及び岡山県消防協会の理事として活躍されて
おられます。
　今回、多年にわたる経験と知識をもって、規律
ある団員教育や消防施設の充実、県消防の活性化
等に寄与された功績などが評価され、このたびの
受賞となりました。
　おめでとうございます。

県知事表彰

　11月17日、岡山県庁において地方自治法施行70周年記念地方自治功労岡山県知事表彰の表彰式が行われ
ました。この表彰は、10周年ごとに行われるもので、長年にわたり地方自治の発展及び住民福祉の増進に尽
力された次の方々が受賞されました。おめでとうございます。

まちの話題まちの話題
−総務大臣表彰・県知事表彰・町表彰　受賞おめでとうございます−

草地　博さん（円城）
加茂川町議会議員
６期　21年５か月
吉備中央町議会議員
４期　13年（現職）

小山和昌さん（上加茂）
加茂川町議会議員
５期　20年

上田榮一さん（岨谷）
賀陽町議会議員
５期　16年７か月
吉備中央町議会議員
１期　４年

宮𦚰定太郎さん（豊岡下）
加茂川町議会議員
６期　21年５か月
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Topics
 of the Town

税
に
関
す
る
小
学
生
の
作
品
表
彰
式

　
11
月
13
日
、
下
竹
荘
公
民
館
で
、
税
に
関
す
る
書
道
と
絵

は
が
き
の
作
品
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
税

に
関
す
る
意
義
や
役
割
な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
町
内
か
ら
書

道
２
６
２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
益
社
団
法
人
岡
山
西
法
人
会
が
、
小
学
校
高
学

年
の
児
童
を
対
象
に
募
集
を
行
っ
た
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
52
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
特
別
賞
に
書
道
８
点
、
絵
は
が
き
１
点
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
平
成
29
年
度　
税
に
関
す
る
小
学
生
の
書
道　
特
別
賞
】

　
吉
備
中
央
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞　
片
山　
尚
美
（
円
城
小
）

　
吉
備
中
央
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞　
　
　
　
宮
田　
姫
瑠
（
津
賀
小
）

　
岡
山
西
税
務
署
署
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
本　
実
子
（
津
賀
小
）

　
中
国
税
理
士
会
岡
山
西
支
部
支
部
長
賞　
　
　
難
波　
航
太
（
大
和
小
）

　
岡
山
西
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞　
　
　
新
田　
大
翔
（
豊
野
小
）

　
岡
山
西
青
色
申
告
会
会
長
賞　
　
　
　
　
　
　
淺
田　
恭
弥
（
円
城
小
）

　
公
益
社
団
法
人
岡
山
西
法
人
会
会
長
賞　
　
　
早
川　
　
凛
（
上
竹
荘
小
）

　
岡
山
西
間
税
会
会
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
奈
々
子
（
吉
川
小
）

【
平
成
29
年
度　
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル　
特
別
賞
】

　
公
益
社
団
法
人
岡
山
西
法
人
会　
女
性
部
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
見
静
里
奈
（
吉
備
高
原
小
）

町　表　彰

　平成29年度吉備中央町有功表彰において、沼本康
男さん（吉川）が地域教育功労賞を受賞されました。
表彰式は、11月18日にロマン高原かよう総合会館
にて開催された「みんなおいでぇ福祉まつり in 吉備
中央町」において行われました。
　沼本さんは、30年以上の長きにわたり母校である
吉川小学校・中学校へご寄付を続けてこられ、同校
ではそのご寄付をもとに1000冊以上の児童図書を
購入し、多くの児童、生徒に「沼本文庫」として親
しまれています。
　また、自宅前で登下校の児童の見守りや、学校行事等にも積極的に参加され
るなど、学校に対して多方面で尽力をされ、地域教育に多大な貢献があったこ
とからこのたびの受賞となりました。
　おめでとうございます。
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吉
備
高
原
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
開
催

　
吉
備
高
原
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
、
11
月
18
日

に
道
の
駅
か
よ
う
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
町

の
特
産
品
で
あ
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
も
っ
と
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
さ
ら

に
生
産
振
興
を
図
る
た
め
、
町
内
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
生
産
者
で
構
成
さ
れ

る
吉
備
中
央
町
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
振
興
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
小

学
生
16
点
、
中
学
生
３
点
の
作
品

の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
11
点
が
受
賞
作
品
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
応
募
作
品
は
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
木
を
描
い
た
も
の
や
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
っ
た
加
工
品
を
作
っ
て
い
る
様
子
な
ど
、

ど
の
作
品
も
素
晴
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
に
同
協
議
会
の
生
産
者
が
作
っ
た
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
使
用
し
た
ワ
イ
ン
の
発
表
も
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
小
学
生
低
学
年
の
部
（
１
～
３
年
生
）

　
町
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
快
生
（
吉
川
小　
１
年
）

　
教
育
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淀
川
楓
真
（
吉
備
高
原
小　
３
年
）

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
振
興
協
議
会
会
長
賞　
芝
村
明
音
（
上
竹
荘
小　
１
年
）

　
道
の
駅
か
よ
う
賞　
　
　
　
　
　
　
　
安
田　
桜
（
上
竹
荘
小　
３
年
）

●
小
学
生
高
学
年
の
部
（
４
～
６
年
生
）

　
町
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
琉
晟
（
大
和
小　
６
年
）

　
教
育
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村
喜
大
（
吉
備
高
原
小　
４
年
）

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
振
興
協
議
会
会
長
賞　
大
﨑
竣
介
（
大
和
小　
６
年
）

　
道
の
駅
か
よ
う
賞　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
心
暖
（
吉
川
小　
４
年
）

●
中
学
生
の
部

　
町
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繁
田
凌
馬
（
加
賀
中　
１
年
）

　
教
育
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繁
田
愛
美
（
加
賀
中　
１
年
）

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
振
興
協
議
会
会
長
賞　
藤
本
真
羽
（
加
賀
中　
１
年
）

まちの話題まちの話題

タ
イ
教
職
員
が
小
学
校
を
訪
問

　

10
月
17
日
、
国
際
教
育
交
流
事
業
の

一
環
と
し
て
、
タ
イ
教
職
員
や
関
係
者

21
人
が
吉
備
高
原
小
学
校
を
視
察
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
と
ア
ジ

ア
地
域
の
教
職
員
間
の
交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
、
相
互
理
解
や
友
好
の
促
進

に
資
す
る
た
め
に
ユ
ネ
ス
コ
が
実
施
し

て
い
る
「
タ
イ
教
職
員
招
へ
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
」で
、今
回
で
３
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
、
同
校
の
森
寺
校
長
が
学
校

教
育
の
現
状
や
取
り
組
み
、
学
習
方
法

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

タ
イ
の
教
職
員
の
方
は
児
童
た
ち
に
よ

る
ダ
ン
ス
や
授
業
の
様
子
を
見
学
し
た

ほ
か
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

吉
備
高
原
音
楽
祭
２
０
１
７

～「
今
、高
原
の
風
に
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
の
せ
て
」 SO

UND W
EEK

～

　

11
月
５
日
か
ら
12
日
の
日
程
で
、
吉

備
高
原
音
楽
祭
２
０
１
７
が
行
わ
れ
、

町
内
７
会
場
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
と
し
て
、
11

月
５
日
、
ロ
マ
ン

高
原
か
よ
う
総
合

会
館
で
岡
崎
嘉
平

太
氏
の
お
孫
さ
ん
の
岡
崎
ゆ
み
さ
ん
を

お
迎
え
し「
子
犬
の
ワ
ル
ツ
」や「
エ
リ
ー

ゼ
の
た
め
に
」
な
ど
の
５
曲
を
ピ
ア
ノ

演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
加
賀
中
学
校
吹
奏
楽
部
や
吉
備

中
央
児
童
合
唱
団
、
虹
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
の

演
奏
も
あ
り
、
来
場
者
は
美
し
い
歌
声
や

音
色
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
、
町
内
各
会

場
で
趣
向
を
凝
ら

し
た
「
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト
」
が

行
わ
れ
、
訪
れ
た

人
た
ち
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。
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加
賀
中
学
校
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

ド
交
流
事
業

　

11
月
10
日
、
11
日
の
２
日
間
、
加
賀
中

学
校
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
交
流
事
業
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
回
目
と
な
る
こ
の
事
業
は
、

こ
れ
か
ら
の
福
祉
を
支
え
、
将
来
を
担
う

中
学
生
が
、
障
害
に
つ
い
て
考
え
、
理
解

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

同
校
の
２
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

10
日
は
、
吉
備
高
原
清
和
荘
の
杉
本
将

吾
さ
ん
と
吉
備
の
里
ひ
な
ぎ
く
の
平
松
貴

大
さ
ん
が
、
障
害
へ
の
配
慮
や
理
解
を
深

め
る
た
め
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
11
日
の
講
演
で
は
、
元
プ
ロ
レ
ス

ラ
ー
の
片
山
明
さ
ん
が
「
自
分
が
思
い
描

い
た
方
向
へ
一
歩
踏
み
出
せ
ば
、
そ
の
繰

り
返
し
が
や
が
て
道
に
な
り
ま
す
」
と
、

踏
み
出
す
心
の
持
ち
方
に
つ
い
て
話
さ
れ
、

参
加
者
た

ち
は
、
障

害
へ
の
理

解
を
深
め

て
い
ま
し

た
。

「
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ム
の

調
べ
に
の
せ
て
」

　

11
月
12
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総

合
会
館
で
、
倉
敷
ア
カ
デ
ミ
ー
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
４
６
６
人
が
会
場
を
訪
れ
、

映
画
音
楽
を
は
じ
め
「
情
熱
大
陸
」「
ア

ナ
ザ
ー
ス
カ
イ
」
と
い
っ
た
テ
レ
ビ
番

組
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
に
使
用
さ
れ
て
い

る
曲
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

は
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
高
質
な
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
演
奏
の
音
色
を
肌
で
感
じ
た

観
客
か
ら
は
「
感
動
し
た
！
素
晴
ら
し

い
演
奏
だ
っ
た
！
」
と
い
っ
た
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
生
き
る
も
の
に
優
し
い
町

づ
く
り
連
携
協
定
」
調
印
式

　
11
月
13
日
、岡
山
乗
馬
倶
楽
部
で
「
生

き
る
も
の
に
優
し
い
町
づ
く
り
連
携
協

定
」
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
引
退
し
た
競
争
馬
の
第
２
の
人
生
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
サ
ン
ク
ス
ホ
ー
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
支
援
す
る
町
と
犬
の

殺
処
分
ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

て
い
る
広
島
県
神
石
高
原
町
が
、
動
物

福
祉
の
推
進
方
法
や
情
報
共
有
、
相
互

連
携
を
目
的
に
協
定
を
締
結
。
式
に
は
、

広
島
県
神
石
高
原
町
の
入
江
町
長
や
町

関
係
者
等
15
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
協
定
書
の
調
印
後
、山
本
町
長
は
「
動

物
に
優
し
い
町
で
あ
る
こ
と
を
多
く
の

方
に
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
に
な
れ
ば

嬉
し
い
」

と
あ
い
さ

つ
し
ま
し

た
。

出
前
授
業

 「
ウ
ナ
ギ
の
な
ぞ
を
追
っ
て
」

　

11
月
15
日
、
興
味
関
心
や
夢
を
持
つ

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め
、
お
か
や

ま
希
望
学
園
で
出
前
授
業
「
ウ
ナ
ギ
の

な
ぞ
を
追
っ
て
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
吉
備
高
原
希
望
中
学
校
の

生
徒
や
町
内
４
小
学
校
の
児
童
、
地
域

の
方
な
ど
１
１
０
人
が
参
加
。
授
業
で

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
日
本
大
学
生
物

資
源
科
学
部
の
塚
本
勝
巳
教
授
が
、
ウ

ナ
ギ
の
研
究
の
様
子
や
行
動
追
跡
の
映

像
を
交
え
な
が
ら
、
ウ
ナ
ギ
の
一
生
や

研
究
成
果
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
興
味
深
そ
う
な
様
子
で

お
話
を
聞
き
、
活
発
に
質
問
し
て
い
ま

し
た
。

Topics
 of the Town
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まちの話題まちの話題
みんなおいでぇ福祉まつり in 吉備中央町開催

　11月18日、ロマン高原かよう総合会館で「みんなおいでぇ福祉まつ
り in 吉備中央町」が開催され、約400名の方が来場されました。
　式典では、山本町長があいさつの冒頭で手話を披露し、会場は笑顔と
拍手に包まれました。また、山本町長による地域教育功労賞（５ページ
掲載）と8020いい歯運動達成者表彰、社会福祉協議会の河原会長によ
る会長表彰、また、障害者等地域自立支援協議会の山根会長による会長
表彰が行われました。
　今年は、NHK教育テレビ『バリバラ～障害者情報バラエティ～』でおなじ
みの玉木幸則氏をお迎えし、『「障害のある人もない人もともに暮らせるまち
づくり」～障害者差別解消法の施行を追い風にして～』と題した基調講演を
行いました。

　その後は、玉木氏にコメンテーターをお願いし、ディ
スカッションを開催しました。最初に、コーディネーターを務めた社会福祉協議会の
坂井千秋氏による吉備中央町の人口や高齢化率などの紹介がありました。そして、パ
ネリストを務めた同協議会の武縄和弘氏による発表を受けて、玉木氏から吉備中央町
の福祉を通してのまちづくりについて、コメントをいただきました。
　最後に、来場者全員参加によるはつらつ元気体操やおたのしみ抽選会で、会場は笑

顔に包まれました。
　２回目となる今年の福祉まつりは、お互いを助け合うことや障害の有
無、年齢にとらわれない意識を持つことの大切さについて、来場者皆さ
んに考えていただくものとなりました。
　なお、受賞者については、下記と次頁のとおりです。

●8020いい歯運動達成者表彰（以下、敬称略）
　海士部節子、石黒　　剛、石田　清子、植田　澄子、大西　貞子、岡田　圭介、岡野　茂毅、奥野　　浩
　奥野　昌子、小倉　保惠、 山　明子、金森　高治、狩野　和子、亀田智惠子、亀山すみ代、香山里津子
　河田　　清、吉川　典子、葛原　　豊、工藤　豊子、黒瀨知代志、黒瀬　嘉子、上月　六郎、神原　令子
　下山　文子、 野婦美子、髙見　義則、田村　節子、綱嶋かづゑ、綱島　輝彦、出口　光子、内藤　三治
　楢﨑　靜子、能瀨　幸子、長谷　次夫、菱川恵美子、菱川　孝子、古木　尚子、古谷　澄江、堀口智惠美
　光居　卓見、宮木　豊子、毛利　　政、森川　延惠、山本　克己

●吉備中央町社会福祉協議会会長表彰
　吉備健生会　吉備高原賀陽荘　　三宅真由美、 野久美子、石井　敦子
　まこと会　かもがわ荘　　　　　滝本　聡子、香々美亜紀
　千寿福祉会　吉備高原清和荘　　行本　光江、草地　侑也、西村　圭一
　吉備の里　（　）は事業所名　　山本　和広（チャレンジ）、石坂加津子（なでしこ）、佐藤　憲司（なでしこ）
　　　　　　　　　　　　　　　　笹田　博信（たんぽぽ）、山本　佐代（地域生活ホーム）
　　　　　　　　　　　　　　　　宮田　靖枝（相談支援センター）、石井　清美（つばき寮）
　　　　　　　　　　　　　　　　竹本　杏子（総務課）
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Topics
 of the Town

中
学
生
職
場
体
験

　
11
月
15
日
か
ら
17
日
の
３
日
間
、
加
賀
中
学
校
２

年
生
の
職
場
体
験
学
習
が
町
内
の
施
設
、
事
業
所
な

ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
役
場
で
は
、
菅
野
朱
音
さ
ん
と
福
本
朱
利
さ
ん
が
、

乳
児
健
診
で
の
子
ど
も
の
お
世
話
を
は
じ
め
福
祉
に

関
す
る
業
務
、
広
報
紙
の
編
集
や
取
材
に
一
生
懸
命

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
２
人
が
、
吉
備
高
原
小
学
校
で
取
材
し

た
「
南
極
ク
ラ
ス
」
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
11
月
17
日
、「
南
極
ク
ラ
ス
」
が
吉
備
高
原
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
全
校
児
童
と
吉
川
小
学
校
な
ど
町
内
の
小
学
生
約
１
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
南
極
観
測
60
年
の
歴
史
や
意
義
を
感
じ
な
が
ら
、
南
極
で
の
観
測
や

生
活
、
そ
こ
に
生
息
す
る
動
物
や
オ
ー
ロ
ラ
な
ど
の
映
像
を
見
な
が
ら
、
説
明
を

聞
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
南
極
で
採
取
さ
れ
た
約
２
万
年
前
の
氷
を
触
る
体
験
も
し
ま
し
た
。
氷

を
コ
ッ
プ
に
入
れ
水
を
注
ぐ
と
、
プ
チ
プ
チ
と
音
を
立
て
て
と
溶
け
る
様
子
を
観

察
し
ま
し
た
。 

（
菅
野
朱
音
さ
ん
文
）

　
11
月
17
日
、
吉
備
高
原
小
学
校
で
「
南
極
ク
ラ
ス
」
が
開
催
さ
れ
、
吉
備
高
原

小
学
校
、
下
竹
荘
小
学
校
、
の
び
の
び
小
学
校
の
３
～
６
年
生
と
吉
川
小
学
校
、

津
賀
小
学
校
３・４
年
が
参
加
し
、堀
川
隊
員
に
よ
る
、

基
地
の
厳
し
い
自
然
環
境
や
南
極
基
地
の
紹
介
、
南

極
に
生
息
す
る
動
物
な
ど
の
映
像
や
写
真
を
見
な
が

ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
南
極
に
ふ
く
ブ
リ
ザ
ー
ド
を
自
分
で
、
風

測
計
で
は
か
り
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
約

２
万
年
前
に
南
極
で
採
取
さ
れ
た
氷
に
触
れ
た
り
、

氷
が
入
っ
た
コ
ッ
プ
に
水
を
入
れ
て
、
プ
チ
プ
チ
と

音
を
立
て
て
溶
け
る
様
子
を
観
察
し
ま
し
た
。

 

（
福
本
朱
利
さ
ん
文
）

●吉備中央町障害者等地域自立支援協議会会長表彰
吉備中央町障害者等地域自立支援協議会では、町内小中学生に12月３日～９日までの障害者週間にちなんだ
標語を募集し、特に優秀な作品を表彰しました。

【小学校低学年部門】
　宮原　茉那（会長賞・上 竹 荘２年）　　「広げよう　みんなのえがお　思いやり」
　中島　心海（優秀賞・吉備高原１年）　　「つくろうよ　みんながにこにこ　えがおのまち」
　上村　一路（優秀賞・吉備高原３年）　　「しあわせに　みんながなれる　町づくり」

【小学校高学年部門】
　高見静里奈（会長賞・吉備高原６年）　　「思いやり　つないだその手　伝わるよ」
　大月　颯太（優秀賞・上 竹 荘４年）　　「声かける　こまった人を　ほっとかない」
　寺本　咲耶（優秀賞・吉備高原６年）　　「私の手　支えるために　使います」

【中学校部門】
　藤本　真羽（会長賞・加　　賀１年）　　「やさしさを　広めていこう　私から」
　 山　史奈（優秀賞・加　　賀１年）　　「支え合う　優しい気持ちで　笑顔咲く」
　森尾　岳叶（優秀賞・加　　賀３年）　　「一人じゃない　周りの人が　手を貸すよ」

　フードドライブで多くのご寄付をいただきました
　今年の福祉まつりでは、民生委員・児童委員協議会の協力を得てフードドライブを行いました。ご寄付い
ただいた食品は、生活にお困りの方などへの支援に活用さ
せていただきます。
　今回は、29名の方から127kg分の食品のご寄付をいただ
きました。ご寄付くださった皆さま、ありがとうございました。
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役場からのお知らせ

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
消
費
生

活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。「
困
っ
た
な
」と
思
っ

た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談

を
！！
（
当
日
受
付
可
）

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・�

は
が
き
、携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
不
当
請
求
・
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務

・
そ
の
他
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※
匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

行
政
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相
談
）

を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。年

金
相
談
会

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る
年

金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本
年
金
機

構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職
員
が
お
答
え

し
ま
す
。

日
時　
１
月
17
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　
加
茂
川
庁
舎
相
談
室

※�

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
１
月
16

日
㈫
正
午
ま
で
に
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。（
受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
終
了
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
行
政
情
報
を
は
じ
め
イ
ベ

ン
ト
情
報
、
生
活
情
報
等
を
吉
備
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
１
２
２
ｃ
ｈ
）
で
放
送
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
30
年
３
月
31
日
を
も
ち
ま

し
て
放
送
を
終
了
し
ま
す
。

　

な
お
、
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
し

て
い
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
放

送
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
デ
ー
タ
放
送
掲
載
内
容

※�

生
活
情
報
…
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
、
休

日
当
番
医
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
子
育

て
支
援
情
報
、
生
活
支
援
情
報

※�
行
政
情
報
…
吉
備
中
央
町
の
最
新
情

報
、
学
校
・
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら

せ
、
各
課
・
施
設
等
の
電
話
番
号

※�

防
災
情
報
…
土
砂
災
害
、地
震
情
報
、

避
難
情
報
等

※�

く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

※�

お
く
や
み
情
報

※�

お
天
気
情
報

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
課　

公
聴
広
報
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
４

い
き
い
き
運
動
教
室

　

い
き
い
き
運
動

教
室
は
、
毎
月
１

回
町
内
の
公
民
館

等
を
巡
り
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く
運
動
習
慣

を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
１
月
14
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
45
分
～
正
午

会　
場　
上
竹
荘
公
民
館

内　
容　
笑
っ
て
動
い
て
健
康
体
操

講　
師　
Ｏ
Ｓ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

健
康
運
動
指
導
士

参
加
費　
無
料

持
参
品　

�

室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
課　

地
域
保
健
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
２
６

日　
に　
ち

会　
　
　
場

１
月
９
日
㈫

賀
陽
庁
舎
相
談
室

１
月
16
日
㈫

加
茂
川
庁
舎
相
談
室

相　
　
談

日時 １月25日㈭　午前９時～正午

会場 上竹荘公民館 ハートオブ
おかやま会館

内容 行政・福祉 行政・福祉

●お問い合わせ先
　住民課　戸籍住民班 ☎0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所 ☎0866-54-1818
　　やすらぎ事業所 ☎0867-34-1522

へそっぴー
ポイント
対象事業
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Information from office

元
気
も
り
も
り
教
室（
第
８
回
）

　

毎
回
好
評
の
元

気
も
り
も
り
教
室

で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
健
康
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
講
義
と
調

理
実
習
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
口
腔
ケ
ア
は
お
口
の
健
康
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
か
ら
だ
の
健
康
を
保
つ

た
め
に
重
要
で
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気

で
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
今
か
ら
健

康
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

日　
時　
１
月
18
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
　
　
　
（
受
付
午
前
９
時
30
分
～
）

会　
場　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
下
加
茂
１
１
０
６

－

９
）

内　
容　
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て

講　
師　
歯
科
衛
生
士

　
　
　
　

末
吉　

悦
子�

先
生

参
加
費　
１
０
０
円
（
調
理
実
習
費
）

※�

参
加
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
課　

地
域
保
健
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
２
６

冬
到
来
！
水
道
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
の
厳
し

い
寒
さ
に
な
る
と
、
水
道
が
凍
結
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
屋
外
、
日
の
当
た
ら

な
い
場
所
、
風
当
り
の
強
い
と
こ
ろ
、

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
な
ど

は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
天
気
予
報

に
注
意
し
て
水
道
管
を
凍
結
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

〇
屋
外
水
栓
や
屋
外
給
湯
器
の
保
温

　

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
は

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
保
温
剤
な
ど
で

保
温
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、保
温
ヒ
ー

タ
ー
な
ど
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。

〇
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
保
温

　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
保
温
材
、
布
な
ど

を
濡
れ
な

い
よ
う
に

ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
に

詰
め
て
、

メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス

の
中
へ
入

れ
て
く
だ

さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
を
適
正
に

管
理
し
ま
し
ょ
う

　

水
道
料
金
算
定
の
基
礎
と
な
る
水
道

メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
正
確
に
行
え
る
よ

う
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
外
側
が
草

や
土
で
隠
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
内
部
に

土
や
泥
、
水
な
ど
が
溜
ま
っ
て
い
る
場

合
は
排
除
し
、
メ
ー
タ
ー
が
汚
れ
て
い

る
場
合
は
汚
れ
を
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
い
た

り
、
車
を
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
近
く
に
犬
を
つ
な

が
な
い
よ
う
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

水
道
課　

上
水
道
班
（
吉
川
４
３
８
２
）

 

☎
０
８
６
６

−

５
６

−

７
１
３
４

入
札
指
名
参
加
願
の
申
請
受
付

　

次
の
と
お
り
、
平
成
30
年
度
入
札
指

名
参
加
願
の
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

●
提
出
先

　

〒
７
１
６

－

１
１
９
２

　

岡
山
県
加
賀
郡
吉
備
中
央
町

�
豊
野
１
番
地
２

　

吉
備
中
央
町
役
場

　

賀
陽
庁
舎　

総
務
課

●
受
付
期
間

　

�

平
成
30
年
１
月
４
日
～

�

平
成
30
年
３
月
31
日
（
必
着
）

　

�（
有
効
期
間�

平
成
30
年
４
月
１
日
～

�

平
成
31
年
３
月
31
日
）

●
提
出
方
法

　

郵
送
・
持
参
ど
ち
ら
で
も
可

●
申
請
様
式

　

�

国
土
交
通
省
統
一
様
式
ま
た
は
岡
山

県
申
請
様
式
に
沿
っ
た
も
の

●
書
類
の
綴
じ
方

　

�

Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
（
背
表
紙
に
業

者
名
明
記
の
こ
と
。
色
指
定
な
し
）

※�

提
出
書
類
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

又
は
総
務
課
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

書
類
等
に
不
備
が
あ
る
と
受
付
が
で

き
な
い
の
で
、
早
期
の
提
出
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

※�

受
付
確
認
が
必
要
な
方
は
受
付
票
及

び
返
信
用
の
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課　

財
政
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
３

発泡スチロールまたは保温材などを、
濡れないようビニール袋などに詰める。

へそっぴー
ポイント
対象事業
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役場からのお知らせ

　平成29年分の町県民税・所得税の確定申告相談の会場・受付方法を下記のとおり変更します。

岡山西税務署からのお知らせ
●申告会場の設置は平成30年２月16日㈮からです。

申告会場
ママカリフォーラム（岡山コンベンションセンター２階）　岡山市北区駅元町14番１号
　※駐車場は有料です。公共交通機関をご利用ください。
　※ママカリフォーラムでは納税できません。

期 間 等
設置期間　２月16日㈮～３月15日㈭　　土・日曜は、受け付けていません。
　※２月18日㈰及び25日㈰は確定申告の相談及び申告書の受付をします。
受付時間　８時30分～16時00分（相談は17時までです。）

・ 岡山西税務署内には申告会場は設けていませんので、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」
をご利用いただくか、上記設置期間の申告会場をご利用ください。

・ 電話での相談は、「電話相談センター」をご利用ください。岡山西税務署（☎086－254－3411）におか
けいただくと自動音声によりご案内します。

●「医療費控除の明細書」の添付が必要となりました。
　　これに伴い、平成29年分の確定申告から、医療費の領収書の提出が不要となりました。
　 　なお、明細書の記入内容確認のため、税務署から医療費の領収書の提示又は提出を求める場合がありま

すので、確定申告期限から５年間、ご自宅等で医療費の領収書を保管してください。
　　詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください。

町県民税・所得税の確定申告相談の
会場・受付方法が変わります！

◎申告相談はどの会場でも受付ができるようになりました。
 ★改善点：指定地域を設けておりますが、都合のつく会場にお越しください。

◎総合福祉センター「生活・健康相談室」から社協「お達者ひろば」に変更しました。
 ★注意点：駐車は事故防止のため、総合福祉センター側に駐車をお願いします。

◎営業・農業等「収支内訳書」等の未作成の方は受付順が後退する場合があります。
 ★注意点：未作成の場合は再度お越しいただくか、受付で記入をお願いします。

◎青色申告をされる方は、2/20㈫、2/21㈬にお越しください。
 ★注意点：収支内訳書等書類が整わない場合は、税務署でのご相談をお願いします。

今回の変更点
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Information from office

吉備中央町確定申告相談日程表
（２/16～３/15実施） ★指定地域等の詳細は広報２月号と共に配布

月　 日 曜 会　　　場　　　名 摘　　要
２月16日 金 社会福祉協議会　やすらぎ事業所　お達者ひろば（円城540-4）
２月17日 土
２月18日 日
２月19日 月 社会福祉協議会　やすらぎ事業所　お達者ひろば（円城540-4）
２月20日 火 下竹荘公民館（湯山1002） 税務署と合同
２月21日 水 下竹荘公民館（湯山1002） 税務署と合同
２月22日 木 長田ふれあいセンター（富永1403-1）
２月23日 金 長田ふれあいセンター（富永1403-1）
２月24日 土
２月25日 日
２月26日 月 大和公民館（西278）
２月27日 火 大和公民館（西278）
２月28日 水 大和公民館（西278）
３月 1日 木 農村環境改善センター（下加茂1106-9）
３月 2日 金 農村環境改善センター（下加茂1106-9）
３月 3日 土
３月 4日 日
３月 5日 月 農村環境改善センター（下加茂1106-9）
３月 6日 火 吉川公民館（吉川3930-8）
３月 7日 水 吉川公民館（吉川3930-8）
３月 8日 木 豊野公民館（豊野1-1）
３月 9日 金 豊野公民館（豊野1-1）
３月10日 土
３月11日 日
３月12日 月 豊野公民館（豊野1-1）
３月13日 火 豊野公民館（豊野1-1）
３月14日 水 豊野公民館（豊野1-1）
３月15日 木 豊野公民館（豊野1-1）

お願い事項
•「収支内訳書」の事前作成にご協力ください。
　※農業所得を申告される方は「農業所得収支整理ノート」の作成でも構いません。
•「医療費控除」及び「セルフメディケーション税制」を受ける方は明細書を作成してください。
　※ 各明細書及び記載要領は、国税庁ホームページでダウンロードしていただくか、賀陽庁舎税務課、加茂

川総合事務所、各支所・出張所にも置いています。

※申告会場等の変更に伴いご不便、ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

お問い合わせ先 　税務課　☎0866－54－1315
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役場からのお知らせ

ご存知ですか？ ～医療費公費負担制度について～
　この制度は、医療機関等で診療を受けたとき、医療費の自己負担分が助成されるものです。この制度で医療を受け
る場合には、町への申請により受給資格証の交付を受けることが必要です。制度の対象者で申請をされていない方は
手続きをしてください。
岡山県小児等医療費公費負担制度

　対象者　０歳～満18歳の方（満18歳に達した方は、その年度の末日まで）。
　注　意　婚姻している方、社会保険加入者本人は受給対象外です。
岡山県ひとり親家庭等医療費公費負担制度

　対象者　 ひとり親（父子・母子）家庭の親及び児童、父母のいない児童、父母のいない児童を養育している配偶者のない者
　注　意　・対象者に、所得税が課税されていない場合のみ該当します。
　　　　　・小児等医療費受給資格をお持ちの場合は、小児等医療の方が優先されます。

お問い合わせ先 　保健課　医療保険班　☎0866－54－1326

岡山県心身障害者医療費公費負担制度
　対象者　身体障害者手帳１級又は２級の方、身体障害者手帳３級の方で、かつ療育手帳B（中度）の方、療育手帳Aの方
　注　意　65歳以上で新たに該当した場合は給付対象となりません。また、所得により該当しない場合があります。

お問い合わせ先 　福祉課　障害福祉班　☎0866－54－1317
※ 不正の行為等により助成を受けた時は、費用の返還を求めることがあります。受給資格の喪失・変更がある場合は、

すみやかに届出をお願いします。

働く世代を中心に、総合けんしんを実施します！
－75歳未満の方で、今年度のけんしん未受診者対象－

　 日　　時 　平成30年２月２日㈮　　 受付時間 　８時30分～10時　　 会　　場 　ロマン高原かよう総合会館
　 対 象 者 　今年度のけんしんをまだ受けていない、75歳未満の方で次の表のとおり。

健　　診　　名 対　　象　　者 定　員 料　金
特定健康診査 国民健康保険加入者で40～74歳の方 50人 1,500円
前立腺がん検診 50～74歳の男性 80人 400円
肝炎ウイルス検査 40～74歳の方でこれまでに肝炎検査を受けたことがない方 80人 700円
胃がん検診（X線検査） 40～74歳の方 40人 1,000円
乳がん検診

（視触診+マンモグラフィ） 40～74歳の女性 40人 1,500円

子宮頸がん検診 20～74歳の女性 80人 1,300円

※いずれのけんしんも単独で受診することができます。但し、乳がん検診は必ず視触診とマンモグラフィの併用です。
　 申し込み  ・予約締切　平成30年１月12日㈮
 　　　　　　電話は、土日祝・年末年始を除く9：00～17：00
 　　　　　　FAXは、１月12日まで
 ・必要事項：住所、氏名、生年月日、連絡先、希望する検診名
 ・申込受付後に受診票等をお送りします。
 ・定員になり次第締め切りとさせていただきます。

 お申し込み・お問い合わせ先
 　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326　 0866－54－1306

けんしん、
まだ間に
合います！！

へそっぴー
ポイント
対象事業
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＊１月の課題は「希望」、２月の課題は「春」です。
　投句の方法…はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－9　津賀公民館放送川柳係までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

＊�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

町内に在住在勤町内に在住在勤
の方はどなたでの方はどなたで
も応募できます。も応募できます。

あ
ら
く
さ
短
歌
会 

（
円
城
公
民
館
）

放
送
川
柳
　
平
成
29
年
11
月
秀
句
　
題
「
石
」 

（
津
賀
公
民
館
）

今月の公民館主催行事をお知らせいたします。
※詳しくは各公民館へお問い合わせください。

開催期日 公民館 行　事　名 時間・会場・内容等

１月13日㈯ 大　和 とんど焼き 午前11時～　大和小学校グラウンド

１月14日㈰ 納　地 とんど焼き 午前10時～　納地公民館運動場

１月14日㈰ 上竹荘 とんど焼き＆いきいき運動教室 午前10時～　上竹荘公民館駐車場　軽食無料

１月14日㈰ 吉　川 とんど焼き 午前10時～　吉川小学校グラウンド

１月15日㈪ 吉　川 ３時のおちゃにきてください！ 午後１時～　ゆる体操・ピアノ鑑賞　要申込　参加費100円

１月20日㈯ 上竹荘 ストレッチ体操教室 午後１時30分～　要申込　参加費300円

１月25日㈭ 下竹荘 男性料理教室 午前10時～　エプロン、三角巾、参加費300円、申込〆切１/19

津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1555　　御北公民館　☎0867－35－0550
上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194
下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974

公民館コーナー
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岡
山
県  「
明
る
い
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庭
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」
作
文
（
平
成
28
年
度
）
今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
易
　
桜
太
朗
さ
ん
の

�

「
ぼ
く
の
じ
い
ち
ゃ
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」
を
紹
介
し
ま
す
。

「ぼくのじいちゃん」
吉備高原小学校２年

易　桜太朗さん
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出会いの出会いの

扉扉

かもがわ図書館 ロマン高原かよう図書館

書　　名 著者・出版社 書　　名 著者・出版社
絵
　
　
　
本

やもじろうとはりきち

パディントンのサーカス

こねてのばして

ふりやなな／佼成出版社

R.W.アリー／理論社

ヨシタケシンスケ／ブロンズ新社

さんかくみつけた

さわってダヤン

60秒のきせき

大塚いちお／福音館書店

いけだあきこ／学研プラス

エイミー・ジューン・ベイツ／評論社

児
　
童
　
書

つくえの下のとおい国

科学事件ファイル 小学４～６年

ミシンなしでかんたん！ 季節の手芸 冬

石井睦美／講談社

学研プラス

CRKdesign／理論社

もふもふ動物

農が世界を救う

とうふやのかんこちゃん

今泉忠明／学研プラス

生源寺眞一／岩波書店

吉田道子／福音館書店

一
般
実
用
書

徹底検証「森友・加計事件」

食材３つで簡単ごちそう小鍋

マジ文章書けないんだけど

小川榮太郎／飛鳥新社

ワタナベマキ／宝島社

前田安正／大和書房

ドナルド・キーン 知の巨人、日本美を語る！

50代からはじめる月５万円副業術

世界に「かゆい」がなくなる日

ドナルド・キーン／平凡社

日経BP社

柿木隆介／ナツメ社

一
般
読
み
物

白い久遠

ミステリークロック

おれは一万石

浅野里沙子／東京創元社

貴志祐介／KADOKAWA

千野隆司／双葉社

琥珀の夢　上・下

覆面作家

窮鼠の一矢

伊集院静／集英社

大沢在昌／講談社

河合　敦／新潮社

１月の休館日 かもがわ図書館 ☎ 0867－34－1115
  0867－34－1124
ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866－54－1331
  0866－54－1311

 1日〜4日
 8日 15日 21日
22日 29日

『のうさぎ にげろ』
 伊藤政顕／ぶん　滝波明生／え　新日本出版社  か㋺

のうさぎが、きつねに追われています。そのとき、
のうさぎのとった行動は？�強い動物が弱い動物を
おそうことは自然の中では当たり前のことです。で
も、おそわれる動物も生きていくために必死です。
そこで、逃げるためのいろいろな知恵をもっていま
す。その知恵とは。また、おそわれにくくするため
に体の毛の色が変わります。それは、いつ、どの
ように変わるのでしょうか。絵本を見ればわかるよ。

『人間って いいな！涙がこぼれる「いい話」』
 株式会社コスモトゥーワン編集・発行  か

全国から寄せられた「心がジワーっとあたたまる」「思
いやりの気持がスーっと湧いてくる」そんないい話が
いっぱい詰まった本です。毎日のように悲惨な事件、
事故のニュースを目にしますが、世の中にはいい話が
いっぱいあります。皆さんも、そんないい話にふれて
いただき、心がほっとするひと時を過ごしてみてはい
かがでしょうか。皆さんのまわりにも似たような心温
まる話があるのでは。人間っていいですね。

図
書館だより 2018 年１月号

新着 図書案内

お
す
す
め
本

�

紹
介
者
・
芦
田
啓
次

※平成30年は、１月５日㈮から開館します

新春初語り 福
ふくふくこいこい

福来来

出　演　加賀語りの会どんぶらこ
指　導　立石憲利（岡山民俗学会名誉理事長）
琴演奏　ことぶき会賀陽支部
語　り　馬方と鬼、蜘蛛が渕、へこき爺ほか

加賀中学校２年生
　上村健太君と綱嶋志穂さんが
11月15日～17日図書館で職場

体験！貸出返却をは
じめ、本の展示や掲
示物作製など、いろ
いろな場面で活躍し
てくれました。あり
がとう！

お茶を用意して、待っています！ 

職場体験

平成30年1月28日㈰  13：30～
ロマン高原かよう総合会館

まるごとぜんぶ「へその町」の昔ばなし
～なんと昔、吉備中央町になあ～

本にメッセージ
を添えて！
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地域おこし協力隊便り Vol.

33

「KIBI CHUO CIRCLE」 開催のお知らせ！
日にち  2018年３月４日（日）　 場  所  ロマン高原かよう総合会館

　私たち“地域おこし協力隊”が、吉備中央町で活動を始めてから４年目に入りました。ここまで活

動を続けることができたのも町の皆さんのご協力とご支援のおかげです。

　当初２名で着任した人数も増え、事業内容も多岐に渡ってきました。日頃の活動を町の方にご説明

できる機会を設けたいと考え、この度「KIBI CHUO CIRCLE（吉備中央サークル）」という名のイベン

トを開催させていただくことになりました！

　いつも応援してくださっている方はもちろん、地域おこし協力隊のことを知らなかったという方で

も楽しめるイベントにできるよう計画中です！

　詳細は次号（２月号）にて発表します。

　また、当日一緒にイベントを盛り上げてくださるボランティアスタッフも募集しています！ご興味

がある方は、ぜひお問い合わせください♪

　はじめまして。11月から新しく吉備中央町の地域おこし

協力隊になりました大島直紀と申します。出身地は福井県

の丸岡町です。中学生の時から船乗りを目指し、国立鳥羽

商船高専に進学。卒業後は今年まで５年間、航海士として

世界中の港に貨物を運ぶ仕事をしていました。吉備中央町

では町営塾「kii+」のスタッフとして中学生の子どもたち

に夢を持って達成することの楽しさを伝えていきたいと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。

「新メンバー紹介！」

大
おおしま

島  直
なお

紀
き

「新春！ 明けましておめでとうございます！ 
本年もよろしくお願いします。」
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町以外からの

お知らせ

Info
rmation

Information

中
国
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
凧
あ
げ
は
電
線
の
な
い
広
い

と
こ
ろ
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
～

　

電
線
の
近
く
で
凧
を
あ
げ
る
と
、
電

線
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
電
線

に
か
か
っ
た
凧
は
、
感
電
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
自
分
で
取
ろ

う
と
せ
ず
、
必
ず
お
近
く
の
中
国
電
力

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
国
電
力
株
式
会
社

　
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

 

☎
０
１
２
０

−

４
１
３

−
８
２
３

四
平
山
で
観
察
会
開
催

　

１
月
28
日
㈰
、
午
前
９
時
30
分
か
ら

「
自
然
観
察
会

－
冬
の
鳥
と
獣
の
足
跡

を
探
そ
う

－
」
を
テ
ー
マ
に
吉
備
中
央

町
四
平
山
で
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
集
合
場
所　
四
平
山
駐
車
場

●
対
象
者　

�

一
般
、
親
子
（
３
歳
以

上
）、
定
員
13
名

●
参
加
費　
大
人
１
０
０
円
、

　
　
　
　
　
　

小
学
生
無
料

●
持
ち
物　
飲
み
物
、
雨
具

　

※
小
雨
決
行

　

な
お
、
参
加
希
望
の
方
は
、
１
月
27

日
㈯
ま
で
に
吉
備
高
原
自
然
の
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
吉
備
高
原
自
然
の
会
（
木
下
）

 

☎
０
８
０

−

２
９
１
４

−

２
０
２
３

交
通
遺
児
等
育
成
資
金

 

貸
付
の
ご
案
内

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機

構
で
は
、
自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
さ

れ
た
方
、
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
に
な

ら
れ
た
方
の
お
子
さ
ま
（
０
歳
か
ら
中
学

生
ま
で
）
に
対
し
て
次
の
条
件
で
「
無
利

子
」の
育
英
資
金
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

●
貸
付
申
込
者

�

お
子
さ
ま
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者

●
貸
付
金
額

　
（
お
子
さ
ま
一
人
に
つ
き
）
は
じ
め
に
一
時
金

�

15
万
５
千
円

　

貸
付
期
間
中
、
毎
月�

２
万
円

　

小
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金

�

４
万
４
千
円

● 

貸
付
期
間　
貸
付
が
決
定
し
た
月
か

ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

● 

返
還
期
間　
貸
付
期
間
終
了
後
、６
ヶ

月
ま
た
は
１
年
据
え
置
い
て
か
ら
月
賦

等
に
よ
る
20
年
以
内
の
均
等
払
い
で
返

還
。
た
だ
し
、
高
校
、
大
学
等
へ
進
学

し
た
場
合
、
在
学
中
は
返
還
猶
予
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
市
北
区
青
江
１
丁
目
22

－

33

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構�

　

岡
山
支
所

 

☎
０
８
６

−

２
３
２

−

７
０
５
３

き
っ
と
役
に
立
つ
！

 

脳
卒
中
の
お
話
！

～
平
成
29
年
度
も
も
脳
ネ
ッ
ト

 

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
～

　

脳
卒
中
は
、
突
然
発
症
し
ま
す
。
そ

の
と
き
の
適
切
な
対
応
が
、
そ
の
後
麻

痺
が
残
る
な
ど
の
予
後
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。
ま
た
、
脳
卒
中
の
治
療
は
急

性
期
病
院
や
回
復
期
病
院
な
ど
治
療
の

段
階
に
よ
っ
て
病
院
が
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
。

　

今
回
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
脳
卒
中

な
ど
の
疾
患
に
対
す
る
知
識
を
広
め
、

早
期
発
見
か
ら
緊
急
時
の
対
応
、
リ
ハ

ビ
リ
や
在
宅
で
の
医
療
介
護
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
も
も
脳
ネ
ッ

ト
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時　
２
０
１
８
年
１
月
14
日
㈰

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分（
受
付
13
時
か
ら
）

●
会　
　
場　
岡
山
市
民
会
館

● 

対
象
者　
一
般
県
民
、医
療・介
護・

福
祉
関
連
従
事
者　

約
５
０
０
名

●
主　
　
催　
も
も
脳
ネ
ッ
ト

　

�（
平
成
29
年
度
幹
事
病
院　

岡
山
赤

十
字
病
院
）
岡
山
県
備
前
県
民
局
健

康
福
祉
部
、
岡
山
県
備
前
保
健
所

●
後　
　
援　
備
前
県
民
局
管
内
市
町
村
等

●
お
申
し
込
み　

不
要

●
入
場
料　
無
料

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

１
．
事
例
紹
介
「
ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
救
急
車
で
行
っ
ち
ゃ
っ
た
。
～
そ
し
て
、

や
っ
と
ぼ
く
の
家
に
帰
っ
て
き
た
！
～
」

［
急
性
期
部
門
］

　

岡
山
赤
十
字
病
院

�

看
護
副
部
長　

徳
永
ま
さ
み
先
生

　

岡
山
赤
十
字
病
院
６
階
東
病
棟

�

看
護
師
長　

松
野　

裕
美
先
生

［
回
復
期
部
門
］

　

岡
山
光
南
病
院

�

病
棟
看
護
師
長　

松
井　

清
美
先
生

［
在
宅
部
門
］

　

こ
う
な
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

医
師　

橋
本　

健
二
先
生

２
．
講
演
１

　
「
脳
卒
中
に
な
っ
た
と
き
」

　

講
師

　

岡
山
市
立
市
民
病
院

　

神
経
内
科
主
任
医
長

�

出
口
健
太
郎
先
生

３
．
講
演
２

　
「
脳
卒
中
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

　

講
師　

岡
山
光
南
病
院

�

院
長　

宮
森　

政
志
先
生

４
．
講
演
３

　
「 

脳
卒
中
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
く

生
活
し
て
い
く
た
め
の
こ
つ
」

　

�

講
師　

こ
う
な
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

�

管
理
者　

丸
田　

康
代
先
生
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輝かしい誉れ ～栄光をたたえます～

　剣道はお兄ちゃんがしていたこともあり、私
自身もしてみたいと思い始めたのがきっかけで
す。地元の先生に褒めてもらいたいと思い、毎
日一生懸命練習してきました。その成果が結果
につながって嬉しかったです。中学校に入って
も剣道を続けて頑張りたいです。

Comment

毎日元気いっぱいの双葉さん！その
パワーで周囲を明るく照らす様な温
かい女性になって下さい。家族は元
気と癒しを沢山貰ってますよ〜！

● 平成29年１月20日生まれ 込こ
み
や
ま山  

双ふ
た
ば葉 

ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

いつも可愛い笑顔にみんな
癒されているよ♡ 元気にす
くすく大きくなってね☆

● 平成29年１月20日生まれ 永な
が
お
か岡  

彩あ

い衣 

ち
ゃ
ん
（
豊
野
）

１歳おめでとう☆ 巧優の笑顔や
大きな声に毎日元気をもらって
います。生まれてきてくれてあ
りがとう。

● 平成29年１月20日生まれ 佐さ
と
う藤  

巧た
く
ま優 

ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

吉備高原小学校６年

  寺本　咲耶 さん（上野）

●第52回全国道場少年剣道大会 小学生の部  出場
（平成29年７月25日～26日　日本武道館）

●第12回岡山県少年剣道選手権大会
 ６年生女子の部  準優勝
（平成29年11月３日　宮本武蔵顕彰武蔵武道館）

お兄ちゃん、お姉ちゃんの様
に元気に大きくなってね♡ 
お父さん・お母さんより

● 平成29年１月14日生まれ 浮う
き
も
り森 

百ゆ

り

え

合
愛 

ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

みなさんからお便り・みなさんからお便り・
イラスト・写真をイラスト・写真を
お待ちしています。お待ちしています。

みんなのみんなの
ページページ

おめでとう
満１歳

20広報 　2018.１月号



移
住
し
て
良
か
っ
た

　
　
　
　
～
自
然
を
楽
し
む
日
々
～

●
移
住
を
決
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
都
会
生
活
か
ら
離
れ
、
移
住
し
た
い
と
い
う
思
い

が
強
く
あ
り
ま
し
た
。
移
住
す
る
な
ら
、
瓦
葺
の
屋

根
と
畑
が
あ
る
場
所
を
条
件
に
、
不
動
産
に
相
談
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
吉
備
中
央
町
を
紹
介
さ
れ
、
実

際
に
訪
れ
た
と
き
町
の
景
色
が
気
に
入
り
移
住
を
決

め
ま
し
た
。

●
移
住
前
と
大
き
く
変
わ
っ
た
点
は
？

　
無
農
薬
の
野
菜
を
作
っ
て
い
る
の
で
、
毎
日
四
季

折
々
の
新
鮮
な
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
収
穫
し
た
も
の
を
使
っ
て
、
味
噌
や
あ
ん
こ

な
ど
の
加
工
品
を
作
っ
た
り
と
、
自
給
自
足
の
生
活

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

●
お
し
ど
り
夫
婦
の
秘
訣
は
？

　
大
阪
に
住
ん
で
い
た
時
と
比
べ
て
、
24
時
間
ず
っ

と
一
緒
に
い
る
た
め
、
お
互
い
干
渉
し
な
い
こ
と
で

す
。
最
初
は
、
や
り
方
等
の
違
い
で
衝
突
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
理
解
し
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
の
良
い
と
こ
ろ

も
悪
い
と
こ
ろ
も
カ
バ
ー
し
合
っ
て
い
け
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

●
最
後
に
一
言
…

　
移
住
を
考
え
て
い
る
方
は
、
思
い
切
っ
て
移
住
を

し
て
み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
や
っ
て
み
な
い

と
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
目
的

を
明
確
に
し
、
行
動
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

まちと
つながる

大谷　勝則 さん
　　　節子 さん
 （上竹）

新生活の地として、なぜこの地を選
んだのか、移住者を魅了するものは
何なのか？�移住者のさまざまな思い
を聞きました。

Second Home❻ 平成25年10月に大阪府か
ら吉備中央町へ移住しまし
た。現在は、２人で農業を
中心に野菜やお花等を栽培
しながら生活しています。

Profile

輝かしい誉れ ～栄光をたたえます～

おかやま山陽高等学校２年　硬式野球部　主将（遊撃手）

  禰元　太陽 さん（吉川）

●平成29年度秋季岡山県高等学校野球大会  第３位
（平成29年９月23日～10月７日）

●第129回秋季中国地区高等学校野球大会  優勝
（平成29年10月27日～11月５日　しまなみ球場・福山市民球場）

●第48回明治神宮野球大会  出場
（平成29年11月10日～15日　明治神宮野球場）

　新チームになってキャプテンに任命され、初めての秋季岡山県大会３位決定
戦を逆転で勝利し、中国大会に臨みました。
　中国大会決勝は、山口県の下関国際と対戦し、７回まで９点差。そこから大
逆転のサヨナラ勝利で初優勝することができました。
　明治神宮野球大会では、全国の地区大会を勝ち抜いた名のある強豪チームば
かりでした。初戦、九州の創成館高校と対戦し、残念な結果に終わりましたが、
いい経験をさせていただきました。これからも応援をしてくださる方々に感謝
し、感動を与えられるよう頑張りますので、応援をよろしくお願いいたします。

Comment

禰元さん写真中央（表彰状所持）
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今
月
号
の
表
紙

▼
今
月
号
の
表
紙
は
、
円
城
幼
稚
園

で
行
わ
れ
た
餅
つ
き
の
様
子
で
す
。

　
地
域
の
方
や
町
愛
育
委
員
の
皆
さ

ん
が
準
備
し
た
お
餅
を
園
児
た
ち
は

「
よ
い
し
ょ
！
」「
頑
張
れ
ー
！
」
の

掛
け
声
と
と
も
に
一
生
懸
命
つ
い
て

い
ま
し
た
。

編
集
後
記

▼
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
広
報
き
び
ち
ゅ
う
お

う
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
材
に
行
か

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
中
で
も
、

秋
篠
宮
妃
殿
下
が
岡
山
県
母
子
愛
育

会
を
御
視
察
さ
れ
た
取
材
は
、
特
に

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
町
内
の
乳

幼
児
と
親
子
、
中
学
生
が
触
れ
合
い

を
通
し
て
、
命
の
大
切
さ
や
子
育
て

を
学
ぶ
「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」。
今
、

子
育
て
に
関
す
る
多
く
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。
親
に
な
っ
た
時
、
子
ど
も

の
精
神
面
も
身
体
面
も
理
解
し
つ

つ
、
い
か
に
子
ど
も
と
向
き
合
い
、

寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
か
、
将
来

の
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
は
戌
年
。
犬
は
、
社

会
性
が
あ
り
親
し
み
深
い
う
え
、
お

産
が
軽
い
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
お

産
に
吉
な
年
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
少
子
化
と
言
わ
れ
る
中
、
今
年

は
日
本
中
に
、
そ
し
て
町
内
に
宝こ
ど
もが

増
え
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
私
自
身

は
、
新
た
に
何
か
を
生
み
出
す
一
年

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

田
淵

EVENT INFORMATIONEVENT INFORMATION
イイベンント情情報

大和山初日の出拝願
日　　時  平成30年１月１日㈪　午前６時から（日の出時刻は午前７時10分頃）
場　　所  大和山山頂　　※お申し込み不要
皆さまのご健康とご多幸を願いながら、一緒に新年を祝いましょう。あたたかい甘酒をご用意しております。

お問い合わせ先 　協働推進課　商工観光班　☎0866－54－1301

「年代別♪ バレンタインカップリングパーティー」開催
　吉備中央町結婚推進協議会、高梁市まちづくり結婚推進連絡会、新見市結婚推進協議会合同で、婚活イベント
を開催します。バレンタイン前に素敵な方との出会いを見つけませんか。
日　　時  平成30年２月３日㈯

 第１部　11：00～14：00（男性は10：30～）　　第２部　15：30～18：30（男性は15：00～）
場　　所  レストラン ラ・ペーシュ（岡山市北区下石井２丁目６－１ アークホテル岡山内）
参加条件  男性　第１部　35歳～45歳くらいの独身の方

 　　　第２部　25歳～39歳くらいの独身の方
 女性　第１部、第２部とも25歳～45歳くらいまでの独身の方
 　　　※男女とも地域制限はありません
募集定員  各部とも男女各15名　　 参 加 費 　男性 3,000円　女性 2,500円
締 切 日  １月22日㈪　※応募者多数の場合抽選となります
そ の 他  男性のみ開催30分前に直前セミナーがあります。
主　　催  吉備中央町結婚推進協議会・高梁市まちづくり結婚推進連絡会・新見市結婚推進協議会

 （吉備中央町結婚推進協議会事務局　定住促進課　☎0867－34－1116）
お申し込み・お問い合わせ先

　有限会社チアーズ（担当：山根）　〒710-0001　岡山県倉敷市三田76-1
　☎086－484－0020（10時～18時　土日祝OK）　HP　http://cheer-s.com/180203

第36回吉備高原新春マラソン
開催日時  平成30年１月１日㈪　正午受付開始・午後１時20分スタート　 場　　所 　吉川公民館
主　　催  吉備高原新春マラソン大会実行委員会（吉川地域づくりの会）
参 加 費  300円（中学生以下）・500円（高校生以上）　※傷害保険料を含みます。
種　　目  ファミリーコース（２km）、３kmコース、５kmコース
 ※各コースとも男女別表彰（1位・2位・3位の方に記念品贈呈）
お申し込み  当日受付　※お楽しみ抽選会もあります。

お問い合わせ先 　吉川公民館　☎0866－56－7020
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第19回自然薯祭り～今年も美味しい自然薯ができました～TOPIC 2
　11月19日、吉備高原都市センター区さんさん広場で、第19回自然薯祭りが開催されました。当日は、生産
者が丹精込めて作った町内産の自然薯約1,000本が並べられ、祭りが始まると、町内外から訪れた多くの来場
者が自然薯を買い求めていました。
　また、自然薯をふんだんに使ったとろろめしやとろろうどん、自然薯入りのお好み焼き、プリンなどが販売
され、来場者は吉備高原の秋の味覚を堪能していました。

大平山ハイキングTOPIC 3
　11月19日、大平山ハイキングが開催されました。吉備中央町最高峰標高697ｍの大平山山頂を目指すこの
ハイキングは、賀陽庁舎を出発する片道約８㎞のコースと中継点からスタートする片道４㎞コースで行われ、
150名が参加しました。
　参加者は、田園風景や見事に色づいた紅葉を眺めながら、自分のペースでハイキングを楽しみました。山頂
付近にある大平山いこいの森では、温かい豚汁やおにぎりなどが振る舞われ、参加者はおいしそうに味わって
いました。

　11月14日、秋篠宮妃殿下が、岡山県母子愛育会の活動御視察のため加賀中学校をご訪問になりました。同校
では、３年生を対象に命の大切さや将来親となる気持ちを育むため、乳幼児や保護者との交流の場を設け「赤ちゃ
ん登校日」（町愛育委員会・栄養改善協議会主催）を毎年実施しています。
　この日、秋篠宮妃殿下は、生徒と町内の乳幼児、保護者がふれ合う様子をご視察になり、参加者に優しく声を
かけられていました。
　また、吉備高原リゾートホテルでは、乳がん検診の受診を啓発する寸劇もご観覧になりました。

秋篠宮妃殿下「岡山県母子愛育会」活動を御視察TOPIC 1

PHOTO
TOPICS
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22世紀の理
ふ る さ と

想郷  吉備中央町

子どもたちの笑い声があふれる　懐かしくて新しい　ふるさとの創造

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野1-2　　☎�0866-54-1314　 �0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　E-mail�kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

人口の
　うごき

人　口　11,854人（−35） 男　5,723人（−12）
女　6,131人（−23） 世　帯　5,536戸（−16）

●火 災 情 報  ☎086－226－0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内  ☎086－231－0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

※平成29年12月１日現在　（　）は前月との増減

ご寄附に感謝します  育英資金（敬称略）
香 典 返 し（金一封） 歳原　雅則（納　地）、山本　　香（岡山市北区）、石川　誠二（円　城）
 沼本　清志（竹　荘）、堀口　輝顕（宮　地）
玉串料返し（金一封） 戸田　真吾（広　面）

この育英資金は皆さまからのご寄附によって運営しています。会計管理室、各支所、出張所でご寄附を随時受け付けています。

　９月28日に吉川公民館主催の総合避難訓練と、防災研修の一環として行わ
れたAEDの取り扱いと心肺蘇生法を学ぶ研修会に参加させていただきました。
　研修では、岡山市消防局西消防署　吉備中央出張所の救急救命士の方の指
導の下、参加者全員が心臓マッサージと人工呼吸を実践することができ有意
義な経験となりました。最近は、経験したことのない災害が日本のどこかで
頻繁に起こっています。今までは大丈夫であってもこれからは日本中で絶対

安全な所はないと教えていただきました。地震や災害の少ない岡山県であっても、今後はいつ、どこで災害
が発生するか分からないのが現実です。また、災害危険時に避難所に避難する際には自分の食糧や水は自分
で準備するのが常識と学びました。「自分の命は自分で守る」が原則で、日頃から常備食や水の準備をして
おくことの大切さを感じるとともに、あらためて命の尊さを考える機会となりました。

愛育委員会活動報告 吉川支部

１日350ｇ　両手１杯の緑黄色野菜　両手２杯の淡色野菜を
生活習慣病予防のために食べよう！

栄養委員さんからの One Point アドバイス

＊�春菊は目の健康維持、老化防止、貧血予防などの効果がある
とされています。
＊春菊の苦みが豚肉とよく合います。
＊出来上がりに白ごまを適量ふってもいいです。

材　　料  作　り　方
豚バラ薄切り肉   150ｇ
春菊   １/２袋
ごぼう   １/２本
たかの爪（輪切り）   適量
　　にんにく（すりおろし）   １かけ
　　生姜（すりおろし）   １かけ
Ⓐ　酒   大さじ１
　　しょう油   大さじ１
　　砂糖   小さじ２

１． 豚肉は食べやすい大きさに切る。
　　ごぼうは大きめのささがきにして、水にさらす。
　　春菊は４cmの長さくらいに切る。
２． フライパンに油を熱し、たかの爪、ごぼう、豚肉の順に入れ炒める。
３．火が通ったら、合わせておいたⒶを入れる。
　　春菊を加えて軽く炒め合わせる。

（１人あたり）　エネルギー：398kcal　たんぱく質：13g
　　　　　　　カルシウム：87mg　食塩：1.5g

吉川栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜『春菊』 春菊と豚ばらの甘辛炒め（２人分）
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